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懇談会
民生委員児童委員
連絡協議会議員出張

大野見
北地区振興会

子どもセン
ターには専
門職を！

民生委員のな
り手がない！ 地域内に民生委

員のほかにも世
話役が欲しい！ 常会に入らない

人がいる。役場も
かかわりを！

町営住宅の入居者
は草刈りなどに協
力しない。ゴミ出
しでトラブルも！

人を増やすだけでは
意味がない。その地
区の習慣にしたがっ
てもらわないと！

近くに働く
場を！

八幡様の頭屋
に補助金を！

交通体系の
見直しを！

休校中の学校
に企業誘致を
しては！

孤独死には頭が
痛い。見守りは
月２～３日しか
できない！

皆が目が届くよう、
毎日、黄色い旗を揚
げるようにしては！

★トイレだけか。水道がない。下
ル川も！
★振興会が立ち上がったときから
の課題。10年たった。迅速にで
きないのか！
★水道ができると返事が欲しい！
★地元のためだけではない。外部
のお客さんのため。町の面目に
かかわる！

北地区の女性が野菜など
を出している。四万十元
気村のものを買ってほし
い！

北酒場などにも
来てほしい！

★寺野の橋から県道(大股方
向)まで1.5車線化できな
　いか！
★寺野から県道(神母野方向)
に向かって下がっている。
かさ上げして水平にし、
1.5車線化できないか！

★北地区は４月から20人減って302人になっ
た。超高齢化している！
★中山間を考えないと集落がなくなる。施
策をやらないことには！
★国を挙げて考えないと。しっかりしたも
のをもって国県へ！
★国は第１次産業を軽視している！
★住民自治組織を他の地区にもつくらない
と。つくることで意識が上がる！
★伝統を守らないと。地域を守らないと。
★小さなお金を稼げる仕組みづくりを！
★呼ぶだけでなく、周りが寄ってくるよう
なものを！

大野見でコピ
ーができると
ころがなくな
った。役場は
コピー代が高
い！

財政は健全
か。若い人
に負担を残
さないよう
に！

林道を造っていた
がやめた。町有林
の間伐のためだけ
だったのか。延伸
を！

★今の地域課・農林課・教育委員
会は大野見庁舎に残してもらい
たい！
★久礼（現庁舎付近）に窓口を残
すのは屋上屋を重ねること！
★上ノ加江と大野見は距離が違う！
★機構は町長の専決事項かもしれ
ないが、合併協議で決まってい
る！
★地域課の防災面などの強化を！
★住民自治組織をつくる専門の課
がいるのでは！

★中土佐地区の弱者を大野見へ。大野見へ上がると
いう空気をつくれば。空き家を活用できる。役場
だけ上がっても！
★黒潮町では小学生が危険箇所マップを作り、勉強
もしている。子どもがやれれば大人もやる！

大股高樋沈下橋への
トイレ設置で

役場移転で

防災対策で

県道で
中山間地域の振興で

巨大なわら馬が出迎え

　
議
員
出
張
懇
談
会
で
は
、
改
め
て

本
町
の
厳
し
い
現
実
を
再
認
識
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
お
伺

い
し
た
ご
意
見
、
ご
要
望
等
を
検
証

し
、
執
行
部
へ
の
提
案
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
が
町
民
の
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
出
向
く
議
員
出
張

　
懇
談
会
が
、
議
員
改
選
後
初
め
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
１
月
15
日
は
民
生
委
員
児
童
委
員
の
皆
さ
ん
、

　
　
　
２
月
18
日
に
は
大
野
見
北
地
区
振
興
会
の
皆
　

　
　
　
　
さ
ん
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
こ
の
中
で
、
議
会
や
町
行
政
へ
の
貴
重

　
　
　
　
　
　
　
な
ご
意
見
を
お
伺
い
す
る
こ
と
が
　

　
　
　
　
　
　
　
　
で
き
ま
し
た
。
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研
修
地
、
古
里
想
う

は
皆
同
じ
。
活
性
化

を
目
指
す
は
熱
意
と

知
恵
と
人
の
心
。

長野県で研修長野県で研修

～60歳入社、定年なし～　 小川村

～町長と切磋琢磨する議会へ～
　　　　　　　　　　　飯綱町
　飯綱町は、飯綱山の麓にある人口約１万１
千人の町です。
　飯綱町議会は、第３セクターが経営破綻し、
町が約８億円を支払うことになったことから、
議会がチェック機能を果たしているのか、町
民から説明責任を問われることになりました。
　このことを契機に、　議会は町民が求める議
会像を集約し、町民に信頼される議会を目指
し、　議会改革を宣言しました。　町民に対して
の議決・説明責任、　議会への住民参加、　情報
公開、　そして、　執行部への政策提言などに取
り組み、町長との「善政競争」を進めています。
　本町議会も議会改革には取り組んでいます
が、研修の中で、議会改革の「目的が何なの
か」「誰のためなのか」を再確認することが
できました。そして、議会改革が議員の自己
満足であってはならないと改めて認識させら
れました。

～地元産品を商品化～  南箕輪村

３
町
村
で
の
有

意
義
な
研
修
を
、

今
後
参
考
に
し

て
議
会
で
取
り

組
ん
で
い
く
。

岡伊三男

山下世仁子

や
る
気
の
あ
る

と
こ
ろ
は
元
気

が
漲
る
。
議
会

と
長
の
善
政
競

争
に
感
銘
で
す
。

佐竹敏彦

福永守恭
高橋雄造

中城重則

飯
綱
町
の
議
会

力
を
向
上
さ
せ
、

町
長
と
善
政
競

争
す
る
議
会
が

参
考
に
な
っ
た
。

視
察
で
得
た
こ
と

を
実
践
。
「
お
年

寄
り
の
元
気
が
地

域
の
元
気
」
を
合

言
葉
に
。

信
濃
の
自
然
を
有
効

利
用
す
る
自
治
体
に

脱
帽
し
た
研
修
で
し

た
。

80歳を超えた従業員の方が「おやき」を焼く過程を視察する議員

「小川の庄」から望む山々の間にたたずむ小川村の民家

地元の若奥さんなどの就労の場ともなっている道の駅
のレストランの厨房と南箕輪村議会からも食べること
を勧められた地元の食材をつかったガレット（右上）

既存の建物にトイレを新設して道
の駅に登録した「道の駅大芝高原」

今では長野県の特産品となった「おやき」 飯綱町役場の議場で「議会改革」の研修をする議員

１日目に研修を行った飯綱町役場

み
な
ぎ

議
会
改
革
前
に
議

員
の
意
識
改
革
。

町
づ
く
り
仕
掛
人

が
必
要
。
最
後
は

町
長
の
人
望
。

議
員
定
数
や
報
酬

等
改
め
て
考
え
る

時
期
に
来
た
の
で

な
い
か
。

住
民
の
声
を

反
映
し
、
町
長

と
切
磋
琢
磨
す

る
議
会
を
目
指

し
た
い
。

松下裕之

本井康介

下元道夫

４月９日から３日間、長野県飯綱町・小川村・　南箕輪村の３町村を訪問し、研修を行いました。

せっ  さ　 たく　ま

長野市

飯綱町

小川村

南
箕
輪
村

　南箕輪村は、中央アルプスと南アルプスを望む、
田園が広がる人口約１万５千人の村です。
　この地方は、古くから製造業が盛んで、地勢に恵
まれていた同村に企業が立地したことから、平成の
時代だけでも５千人もの人口が増加しています。
　農業は、特産品は特にありませんが、長野県の特
産品はなんでも栽培できるという恵まれた土地柄で
す。その産物を商品化するご当地
メニューコンテストを実施してお
り、地域おこし協力隊が起業した
同村の「道の駅大芝高原」のレス
トランの「ガレット」が人気と
なっています。
　特産品の少ない「道の駅なかと
さ」での商品開発のヒントを与え
てもらいました。

先
進
的
な
取
り
組
み

を
し
て
い
る
飯
綱
町

を
参
考
に
議
会
改
革

に
努
め
た
い
。

黒原昭一

　小川村は、「にほんの里100選」に選ばれ、「美しい
日本の村」連合にも加入する人口約2500人の村です。
　村にある「株式会社小川の庄（おやき村）」は、地元
に伝わる伝統食文化の中で培ってきたお年寄りの知恵や
技術を生かし、農産物の加工・販売に取り組んでいます。
また「60歳入社、定年なし」といった方針で、高齢者雇
用による地域活性化にも寄与し、主力製品の「おやき」
をはじめ、商品の販売額は８億円に上っています。
　「おやき」は長野県でも一部地方の食文化であったも
のが営業努力によって、現在は知名度が上昇し全国に販
売されています。本町には「なんにもない」と思ってい
ても、営業努力によって、可能性を見いだせるのではな
いかと感じました。
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な
ぎ

議
会
改
革
前
に
議

員
の
意
識
改
革
。

町
づ
く
り
仕
掛
人

が
必
要
。
最
後
は

町
長
の
人
望
。

議
員
定
数
や
報
酬

等
改
め
て
考
え
る

時
期
に
来
た
の
で

な
い
か
。

住
民
の
声
を

反
映
し
、
町
長

と
切
磋
琢
磨
す

る
議
会
を
目
指

し
た
い
。

松下裕之

本井康介

下元道夫

４月９日から３日間、長野県飯綱町・小川村・　南箕輪村の３町村を訪問し、研修を行いました。

せっ  さ　 たく　ま

長野市

飯綱町

小川村

南
箕
輪
村

　南箕輪村は、中央アルプスと南アルプスを望む、
田園が広がる人口約１万５千人の村です。
　この地方は、古くから製造業が盛んで、地勢に恵
まれていた同村に企業が立地したことから、平成の
時代だけでも５千人もの人口が増加しています。
　農業は、特産品は特にありませんが、長野県の特
産品はなんでも栽培できるという恵まれた土地柄で
す。その産物を商品化するご当地
メニューコンテストを実施してお
り、地域おこし協力隊が起業した
同村の「道の駅大芝高原」のレス
トランの「ガレット」が人気と
なっています。
　特産品の少ない「道の駅なかと
さ」での商品開発のヒントを与え
てもらいました。

先
進
的
な
取
り
組
み

を
し
て
い
る
飯
綱
町

を
参
考
に
議
会
改
革

に
努
め
た
い
。

黒原昭一

　小川村は、「にほんの里100選」に選ばれ、「美しい
日本の村」連合にも加入する人口約2500人の村です。
　村にある「株式会社小川の庄（おやき村）」は、地元
に伝わる伝統食文化の中で培ってきたお年寄りの知恵や
技術を生かし、農産物の加工・販売に取り組んでいます。
また「60歳入社、定年なし」といった方針で、高齢者雇
用による地域活性化にも寄与し、主力製品の「おやき」
をはじめ、商品の販売額は８億円に上っています。
　「おやき」は長野県でも一部地方の食文化であったも
のが営業努力によって、現在は知名度が上昇し全国に販
売されています。本町には「なんにもない」と思ってい
ても、営業努力によって、可能性を見いだせるのではな
いかと感じました。

中土佐町議会だより  No.53（令和元年５月）5



平
成
31
年
　中
土
佐
町
議
会

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会

議案
審議
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「
平
成
31
年
度
中
土
佐
町

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
」

は
、
予
算
額
85
億
６
６
８
６

万
円
と
過
去
最
大
と
な
っ
た
。

前
年
に
引
き
続
き
新
庁
舎
の

建
設
費
が
計
上
さ
れ
た
ほ
か

に
も
消
防
庁
舎
建
設
費
10
億

５
４
０
０
万
円
、
定
住
団
地

宅
地
造
成
工
事
費
７
５
０
０

万
円
、
市
町
村
情
報
基
盤
整

備
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
）
事
業
費
５

５
２
９
万
円
な
ど
の
新
規
事

業
が
計
上
さ
れ
た
た
め
だ
。

　

質
疑
で
は
、
計
画
段
階
で

６
億
５
千
万
円
程
度
と
説
明

さ
れ
て
い
た
消
防
庁
舎
建
設

費
が
10
億
円
を
超
え
た
理
由

な
ど
、
計
上
さ
れ
た
予
算
に

対
し
、
執
行
部
に
説
明
を
求

め
た
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
10
、
反
対
１
で
可

決
さ
れ
た
。

　

平
成
31
年
3
月
定
例
会
が
、3
月
5
日
か
ら
14
日
ま
で
の

10
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
日
の
5
日
に
は
、町
長
の
行
政
報
告
、議
案
の
提
案
理

由
説
明
、委
員
会
の
活
動
報
告
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

11
日
と
12
日
は
一
般
質
問（
Ｐ
11
か
ら
関
連
記
事
）が
行
わ

れ
、8
人
の
議
員
が
町
の
課
題
を
執
行
部
に
問
い
ま
し
た
。

　

14
日
に
は
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、
町
長
提
出
の
1
件
の

専
決
処
分
を
承
認
、
議
案
26
件
を
可
決
、
1
件
を
否
決
し
ま

し
た
。
ま
た
「
慎
重
な
行
財
政
運
営
を
求
め
る
決
議
」
を
可

決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算

Ｉ
Ｃ
Ｔ

　

情
報
・
通
信
に
関
す
る
技

術
の
総
称
。

一般会計予算の状況

歳入

歳出

地方交付税
30億0041万円

町税
５億1268万円

国庫支出金
４億６千万円繰入金

８億1972万円 県支出金
４億8692万円

その他
４億6583万円

町債
28億2130万円

公債費
11億5694万円

扶助費
３億8770万円

補助費等
６億7844万円

その他
１億2068万円繰出金

６億3114万円

物件費
10億1092万円

投資的経費
34億1854万円

人件費
11億6250万円

各会計の予算の状況

一般会計 85億6686万円

住宅新築資金等貸付事業特別会計 238万円

国民健康保険特別会計 11億1788万円

農業集落排水事業特別会計 3837万円

介護保険特別会計 13億9532万円

後期高齢者医療特別会計 1億2724万円

簡易水道事業会計

水道事業収益
　　〃　費用

1億4670万円
1億3856万円

資本的収入
　〃　支出

1億5385万円
2億0207万円

新庁舎ほか教育施設のICT化など
一般会計予算過去最高に

扶
助
費

　

児
童
手
当
な
ど
児
童
・
高

齢
者
・
障
が
い
者
な
ど
を
支

援
す
る
経
費
。

物
件
費

　

物
品
の
購
入
、
旅
費
な
ど

消
費
的
経
費
の
総
称
。
臨
時

職
員
の
賃
金
な
ど
も
含
ま
れ

る
。

補
助
費
等

　

一
般
的
な
補
助
金
も
含
め
、

講
師
謝
金
・
保
険
料
な
ど
、

行
政
上
の
目
的
に
よ
り
支
出

さ
れ
る
経
費
。
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あったかふれあいセンター「ほのぼの大野見」に集う町民の皆さん
（大野見保健福祉センター）

大野見中学校のパソコン室

工事が進む新庁舎建設予定地

高台に移転し、津波の心配がなくなった
上ノ加江保育所

昨年度から引き続き工事が進められている町道
善賢寺線改良工事（上ノ加江）

大野見でのミニトマトの収穫と久礼漁協へ水揚げされたカツオ

３月定例会での一般質問

中土佐庁舎内にある防災行政無線の
放送室

空き店舗を活用して開業した「かつお
漁師丼とみぃの台所」

議会費6895万円

公共施設移転等事業費22億4195万円

防災対策費2億0078万円

教育費5億1077万円 社会福祉費10億2207万円

商工費7283万円 児童福祉費3億7211万円

農林水産業費3億6438万円

土木費7億1895万円
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「
慎
重
な
行
財
政
運
営
を

求
め
る
決
議
（
案
）
」
は
、

山
本
建
生
議
員
が
、
９
人
の

議
員
の
賛
成
者
を
得
て
提
出

し
た
。

　

こ
の
決
議
案
は
、
今
定
例

会
に
提
出
さ
れ
た
一
般
会
計

予
算
に
計
上
さ
れ
た
「
消
防

庁
舎
建
設
工
事
」
が
６
億
５

千
万
円
（
計
画
時
に
説
明
）

か
ら
10
億
円
を
超
え
る
金
額

と
な
っ
た
ほ
か
、
こ
れ
ま
で

も
再
三
、
補
正
が
繰
り
返
さ

れ
、
当
初
の
予
算
か
ら
増
額

さ
れ
た
も
の
も
あ
る
こ
と
か

ら
提
出
さ
れ
た
も
の
だ
。

　

佐
竹
敏
彦
議
員
が
反
対
、

下
元
道
夫
議
員
、
本
井
康
介

議
員
が
賛
成
討
論
を
行
っ
た

後
、
採
決
が
行
わ
れ
、
賛
成

10
、
反
対
１
で
可
決
さ
れ
た
。

慎
重
な
行
財
政
運
営
を

求
め
る
決
議

慎
重
な
行
財
政
運
営
を

　
　
求
め
る
決
議
を
可
決

　

消
防
庁
舎
建
設
に
反
対
す
る
議
員
は
い
な
い
と
思
う
。

た
だ
工
事
費
は
、
当
初
の
計
画
で
は
６
億
５
千
万
円
程
度

と
説
明
し
て
い
た
が
、
10
億
５
４
０
０
万
円
が
予
算
計
上

さ
れ
た
。
過
去
の
事
業
で
も
再
三
補
正
が
繰
り
返
さ
れ
、

大
幅
に
増
額
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。

　

事
前
に
議
会
と
の
協
議
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
。
執
行
部
と
議
会
は
、
あ
る
と
き
に
は
緊
張
関
係
を
持

っ
て
、
あ
る
と
き
に
は
協
力
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
両
輪

だ
。

　

慎
重
に
行
財
政
運
営
に
当
た
る
よ
う
求
め
る
と
と
も
に
、

事
業
の
途
中
で
大
き
な
変
更
等
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、

事
前
に
議
会
と
協
議
す
る
こ
と
も
求
め
る
も
の
だ
。

　

予
算
編
成
権
は
町
長
の
専
属
の
権
限
だ
。
決
議
案
は
、

権
限
に
抵
触
を
す
る
逸
脱
行
為
と
も
受
け
と
め
か
ね
な
い
。

予
算
編
成
は
町
長
が
行
い
、
議
会
は
そ
れ
に
基
づ
い
て
審

議
し
て
い
く
と
こ
ろ
だ
。
議
会
が
予
算
の
審
議
を
し
、
問

題
点
を
詰
め
て
い
く
と
い
う
と
こ
ろ
が
前
提
に
あ
る
。
審

議
の
中
で
質
疑
を
し
、
問
題
点
を
洗
い
出
し
解
決
策
を
探

っ
て
い
く
の
が
議
会
の
本
来
の
筋
で
は
な
い
か
。

　

議
員
必
携
を
読
み
直
し
た
。
議
員
の
心
構
え
に
「
批

判
す
る
に
は
代
案
を
も
っ
て
せ
よ
」
と
あ
る
。

　

決
議
案
よ
り
も
問
題
点
・
原
因
を
究
明
し
、
そ
の
対
応

策
を
検
討
す
る
特
別
委
員
会
を
設
置
す
る
よ
う
求
め
た
い
。

　

執
行
機
関
の
長
と
議
会
の
議
員
は

そ
れ
ぞ
れ
住
民
が
直
接
選
挙
に
よ
っ
て

選
出
す
る
二
元
代
表
制
だ
。
独
立
、
対
等
の

関
係
に
立
ち
、
互
い
に
緊
張
関
係
を
保
ち
な
が
ら
自
治
体

運
営
に
当
た
る
責
任
を
有
し
て
い
る
。
議
員
は
、
執
行
部

の
出
し
て
き
た
政
策
や
事
業
を
チ
ェ
ッ
ク
、
提
言
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
に
は
一
定
の
時
間
が
必
要
だ
。

　

消
防
庁
舎
建
設
の
件
は
、
３
月
定
例
会
当
日
、
議
会
に

説
明
さ
れ
た
。
建
設
費
の
大
幅
増
が
判
明
し
た
の
は
、
昨

年
12
月
と
の
説
明
で
あ
っ
た
。
１
月
早
々
に
も
議
会
へ
の

報
告
・
協
議
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

　

執
行
部
は
今
後
、
事
業
実
施
に
伴
う
行
財
政
運
営
に
当

た
っ
て
は
、
緊
張
感
を
持
っ
て
臨
む
べ
き
で
あ
る
。

　

住
民
は
、
こ
の
事
業
の
経
過
を
よ
く
知
っ
て
い
る
か
ら

こ
そ
、
余
計
に
事
業
費
に
関
し
て
心
配
に
な
る
。
過
去
の

事
業
で
も
再
三
補
正
が
繰
り
返
さ
れ
た
。

　

町
長
、
ま
た
は
副
町
長
は
、
全
員
協
議
会
等
に
出
席
し
、

自
分
の
思
い
や
必
要
性
を
議
員
の
前
で
も
言
っ
て
も
ら
い

た
い
。

　

議
場
の
場
で
、
限
ら
れ
た
時
間
だ
け
で
議
論
す
る
の
で

は
な
く
、
も
っ
と
議
論
を
す
べ
き
だ
。

山本建生

佐竹敏彦

下元道夫本井康介

提
案
理
由

反
対
討
論

賛
成
討
論

大
き
な
変
更
は

議
会
と
協
議
を

原
因
究
明
の
た
め

の
特
別
委
員
会
を

行
財
政
運
営
に

　
　
　
緊
張
感
を

限
ら
れ
た
時
間
で

は
な
く
、
も
っ
と

議
論
を
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３
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ

た
議
案
２
件
が
訂
正
さ
れ
た
。

い
ず
れ
も
議
会
か
ら
の
指
摘

で
執
行
部
が
訂
正
し
た
も
の

だ
。

　

訂
正
さ
れ
た
議
案
の
う
ち

「
新
『
中
土
佐
町
』
建
設
計

画
の
変
更
に
つ
い
て
」
は
、

庁
舎
移
転
に
伴
う
機
構
改
革

に
よ
っ
て
、
大
野
見
庁
舎
の

機
能
が
低
下
す
る
と
も
と
れ

る
変
更
だ
っ
た
。
議
会
に
対

し
、
議
員
出
張
懇
談
会
（
Ｐ

３
参
照
）
で
も
大
野
見
庁
舎

の
機
能
が
低
下
し
な
い
よ
う

大
野
見
北
地
区
振
興
会
か
ら

要
望
さ
れ
て
い
た
。
執
行
部

も
表
現
が
誤
解
を
招
く
と
判

断
し
、
「
公
共
施
設
の
適
正

配
置
と
整
備
」
の
変
更
部
分

を
削
除
し
た
。

　

「
平
成
31
年
度
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て
」
は
、
事
務
的
な
ミ

ス
。

事
件
の
訂
正

提
出
議
案
２
件
を
訂
正

慎重な行財政運営を求める決議
　平成31年度一般会計予算において、消
防庁舎建設工事10億5400万円が計上され
た。当初の計画では６億５千万円程度と
説明しており、大幅な増額となっている。
過去の事業でも、再三、補正が繰り返さ
れ、当初の予算から大幅に増額されたも
のもある。貴重な町民の「お金」を預か
っているという意識をもって、慎重に行
財政運営にあたるよう求める。
　また、事業の途中で大きな変更等が見
込まれる場合には、議会は町民への説明
責任もあるので、事前に議会と協議する
ことも求める。
　平成31年３月14日　　中土佐町議会

平成30年度に議会で指摘した主な事業費の増額
事　業　名 最初に示された

予算 増　加　額 最終の予算 備        考

上ノ加江公民館既存建物
撤去工事
（隣接家屋撤去を除く）

1078万円 129万円 1207万円 計画時に把握していなければならない敷地内の防
火水槽撤去・アスベスト処理費の追加

移住体験住宅整備工事 1800万円 617万円
（訂正申請があり削除）

2417万円
（最終的に全額減額）

旧風工房を改装し2戸の住宅を整備する予定が
617万円を補正しながら1戸となるもの（議会の
指摘により予算を訂正し削除）

消防庁舎建設工事 6億5千万円
（計画時） 4億400万円 10億5400万円

（3月定例会時）
計画時に6億5千万円と説明されていたが、設計
段階で10億5400万円となったもの

訂正前の新「中土佐町」建設計画の変更案

ページ 項 目 名 変　更　後（新）
（提出されていた変更案）

変　更　前（旧）
（元どおりとなった記載内容）

P45 第７章　新町におけ
る行政の果たす役割

3　公共施設の適正配置と整備
2つの庁舎の機能については、一定の
行政サービスの提供を維持しながら、
組織機構のスリム化を図っていきます。

3　公共施設の適正配置と整備
2つの庁舎の機能については、それぞ
れに一定の組織を配置して、行政サー
ビスを提供していき、住民が不便や不
安を感じることのないよう配慮しなが
ら、組織機構のスリム化を図っていき
ます。

合併時に作成された「新『中土佐町』建設計画」とその概要版



山本　建生 ･････Ｐ12
■随意契約の見積もり依頼は業者間均
　等に
■町職員は町内居住を

下元　道夫 ･････Ｐ13
■避難者の収容は
■水産加工場の在り方は

窪田　和教 ･････Ｐ14
■大野グラウンドに防災機能を持たせ
■美術館移転の議論はオープンに
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■かつお祭は今年で区切りを
■常会再編の考えは

佐竹　敏彦 ･････Ｐ19
■天皇制度を教育で
■中山間地域の振興を

本井　康介 ･････Ｐ16
■七面鳥を全国に
■児童虐待防止対策は

黒原　昭一 ･････Ｐ17
■水道民営化の影響は
■本町への移住者は

高橋　雄造 ･････Ｐ18
■防災対策の進ちょくは
■児童虐待で学校へは

※一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたって、町長など
　に対し疑問点をただし、所信の表明を求めるものです。

　３月11日／12日の２日間、一般質問が
行われ、８人の議員が児童虐待、防災対
策、美術館移転など町の諸問題を取り上
げました。

一 般 質 問
～町政を問う～
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「
中
土
佐
町
立
小
学
校
及

び
中
学
校
設
置
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
」
は
、
笹
場
小
学
校
の
廃

校
と
廃
校
に
伴
う
関
連
条
例

を
改
正
す
る
も
の
だ
。

　

学
校
の
廃
校
は
、
条
例
に

よ
り
出
席
議
員
の
３
分
の
２

以
上
の
賛
成
が
必
要
な
た
め
、

特
別
多
数
議
決
に
よ
る
採
決

が
行
わ
れ
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
た
。

　

こ
の
議
決
よ
り
、
笹
場
小

学
校
は
明
治
６
年
の
開
校

（
上
ノ
加
江
町
誌
に
よ
れ
ば

開
校
明
治
８
年
、
３
年
後
校

舎
改
め
と
あ
る
）
か
ら
１
４

６
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

「
中
土
佐
町
非
常
勤
の
特

別
職
の
職
員
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て
」
は
、
美
術
館
長
の
報
酬

を
「
月
10
万
円
」
か
ら
「
月

15
万
円
」
に
引
き
上
げ
る
も

の
だ
。

　

質
疑
で
は
、
下
元
議
員
が

美
術
館
長
・
教
育
相
談
員
・

公
民
館
長
の
勤
務
時
間
等
、

ま
た
、
報
酬
額
の
参
考
と
し

た
近
隣
の
美
術
館
の
報
酬
額

を
問
う
た
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
５
、
反
対
６
で
否

決
さ
れ
た
。

小
学
校
・
中
学
校
設
置

条
例
等
改
正

笹
場
小
学
校
が
廃
校

　
１
４
６
年
の
歴
史
に
幕

非
常
勤
特
別
職
の

　
報
酬
・
費
用
弁
償

　
　
　
　
　
条
例
改
正

美術館長報酬上げを否決
公民館長･教育相談員との差異で質疑

美術館長・教育相談員・公民館長報酬額
報　酬　額 町職員と同じ時間・日数で勤務したと仮定した報酬額

美術館長
月額100,000円

　　↓ 　　
150,000円

月額363,200円（注）

教育相談員 月額115,000円 月額191,600円（注）
公民館長 月額120,000円 月額200,000円（注）

（注）1日７時間45分、週5日として計算。100円未満は切り捨て（美術館長は条例可決の場合）

下元議員の質疑と教育次長の答弁
質　　疑 答　　弁

週の勤務日数は？
美術館長 4日
教育相談員 3日
公民館長 3日
近隣の美術館 ―

1日の勤務時間は？
美術館長 4時間程度
教育相談員 ７時間45分
公民館長 ７時間45分
近隣の美術館 ７時間45分もあれば、そうでない施設も

146年の歴史に幕を閉じた笹場小学校

館長の報酬額の増額が否決された町立美術館
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山 本 建 生山 本 建 生

問 

町
発
注
工
事
で
、
本
来
な

ら
入
札
参
加
資
格
が
あ
る
の

に
参
加
基
準
を
上
げ
た
た
め

参
加
で
き
な
か
っ
た
と
聞
い

た
。
入
札
参
加
の
選
定
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
か
。

三
本
副
町
長 

事
業
内
容
・
専

門
的
工
種
な
ど
を
担
当
課
と

協
議
し
、
入
札
契
約
制
度
に

関
す
る
基
本
方
針
に
沿
っ
て

や
っ
て
い
る
。

問 

本
来
な
ら
入
札
に
参
加
で

き
る
の
に
基
準
を
上
げ
て
町

内
業
者
が
参
加
で
き
な
か
っ

た
例
は
な
い
か
。

三
本
副
町
長 

ま
ず
な
い
と
思

う
。
点
数
と
格
付
け
表
に
基

づ
き
指
名
す
る
。
技
術
・
資

金
面
で
厳
し
い
面
な
ど
も
あ

る
た
め
だ
。

問 

地
元
の
建
材
店
が
５
月
で

廃
業
す
る
。
利
用
し
て
い
る

大
工
の
方
々
も
仕
事
が
な
い

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
町
が

発
注
す
る
工
事
で
地
元
雇
用

に
ど
う
配
慮
し
取
り
組
ん
で

い
る
か
。

三
本
副
町
長 

地
元
へ
の
優
先

発
注
を
常
に
話
し
て
い
る
。

問 

随
意
契
約
の
場
合
、
業
者

間
で
受
注
機
会
が
均
等
に
な

る
よ
う
、
ど
う
配
慮
し
て
い

る
か
。

三
本
副
町
長 

随
意
契
約
は
決

済
が
私
ど
も
の
と
こ
ろ
に
回

ら
な
い
の
で
分
か
ら
な
い
。

少
な
く
と
も
２
社
、
あ
る
い

は
３
社
以
上
か
ら
見
積
も
り

を
取
っ
て
い
る
。

問 

業
者
が
見
積
も
り
し
、
そ

れ
を
基
に
役
場
が
設
計
書
を

作
る
。
見
積
も
り
し
た
業
者

も
入
札
に
参
加
す
る
こ
と
は

多
い
か
。

三
本
副
町
長 
あ
ま
り
な
い
が

ま
れ
に
あ
る
。

問　
通
勤
手
当
の
財
源
は
。

平
田
総
務
課
長 

一
般
財
源
だ
。

た
だ
し
普
通
交
付
税
の
一
部

に
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
も
で
き
る
。

問　
池
田
町
政
に
な
っ
て
か
ら

の
新
採
職
員
で
現
在
で
も
町

外
か
ら
の
通
勤
者
が
15
人
い

る
と
い
う
こ
と
だ
。
地
元
に

住
ん
で
く
れ
と
い
う
取
り
組

み
を
し
た
か
。

三
本
副
町
長 

募
集
時
、
町
内

に
住
め
る
か
ど
う
か
聞
く
。

し
か
し
、
「
必
ず
住
め
」
と

は
言
っ
て
い
な
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
職
員
が
町
内

に
住
め
る
よ
う
勧
誘
、
努
力

し
て
い
き
た
い
。

問 

平
成
30
年
度
本
町
の
普
通

交
付
税
は
27
億
円
余
り
だ
。

６
８
０
０
人
の
人
口
で
割
る

と
、
一
人
当
た
り
39
万
円
の

交
付
税
に
な
る
と
い
う
理
解

で
い
い
か
。
（
通
勤
者
15
人

×
39
万
円
＝
５
８
５
万
円
）

平
田
総
務
課
長 

単
純
に
町
民

一
人
当
た
り
で
の
計
算
は
難

し
い
。
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
か

ら
算
出
す
る
。

随
意
契
約

　

競
争
入
札
に
よ
ら
ず
、
任

意
で
決
定
し
た
相
手
と
契
約

を
締
結
す
る
こ
と
。

一
般
財
源

　

地
方
自
治
体
が
自
ら
の
裁

量
で
、
自
由
に
使
い
道
を
決

定
で
き
る
財
源
。

普
通
交
付
税

　

地
方
交
付
税
の
一
つ
。
地

方
公
共
団
体
が
、
行
う
べ
き

事
務
を
、
日
本
全
国
同
じ
よ

う
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金
。

業者間均等に

２∼３社から見積もり

随意契約の見
積もり依頼は

住
め
る
よ
う
勧
誘
す
る

町
職
員
は
町
内
居
住
を

町職員の出勤の様子

町内の小規模工事
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下 元 道 夫下 元 道 夫

問 

避
難
す
る
場
合
、
避
難
道

路
が
確
保
で
き
る
か
ど
う
か
。

平
田
総
務
課
長 

避
難
行
動
で

今
一
番
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
、
い
ち
早
く
避

難
を
開
始
す
る
意
識
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
だ
。

　

避
難
道
路
の
大
き
な
課
題

は
、
住
宅
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が

崩
壊
し
、
道
を
ふ
さ
ぐ
恐
れ

が
あ
る
こ
と
だ
。
耐
震
対
策

を
根
気
強
く
進
め
て
い
き
た

い
。

問 

地
区
別
避
難
者
数
と
避
難

所
の
設
置
場
所
は
。
ま
た
、

そ
の
収
容
人
数
は
。

平
田
総
務
課
長 

避
難
者
数
は
、

久
礼
地
区
２
１
６
０
人
、
上

ノ
加
江
地
区
１
０
３
０
人
、

矢
井
賀
地
区
２
６
２
人
、
大

野
見
地
区
１
４
１
人
で
合
計

３
５
９
３
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

避
難
所
の
設
置
場
所
は
、

浸
水
想
定
範
囲
外
で
、
収
容

人
数
約
３
３
０
０
人
弱
と
想

定
し
て
い
る
。

問 

避
難
者
に
対
し
、
収
容
人

数
は
３
２
６
９
人
と
足
ら
な

い
。

　

避
難
所
の
耐
震
化
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

平
田
総
務
課
長 

２
０
０
人
以

上
の
収
容
人
数
が
現
在
足
り

て
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

避
難
場
所
の
耐
震
化
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
全
て
で
、
で

き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

順
次
事
業
を
や
っ
て
い
く
。

問 

夜
間
の
避
難
訓
練
と
避
難

所
で
の
生
活
訓
練
が
必
要
で

は
。

平
田
総
務
課
長 

夜
間
訓
練
は

必
要
と
考
え
て
い
る
。
避
難

所
の
生
活
訓
練
は
、
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
順
次
作

成
し
て
い
る
。
（
昨
年
）
６

月
に
上
ノ
加
江
で
宿
泊
訓
練

を
行
っ
た
。

問 

水
産
加
工
場
の
一
般
公
募

の
結
果
は
。

竹
邑
水
産
商
工
課
長 

選
考
の

結
果
、
「
企
画
・
ど
久
礼
も

ん
企
業
組
合
」
が
使
用
者
と

し
て
選
ば
れ
た
。

問　
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
ス
ラ
リ
ー
ア
イ
ス
を
活
用

し
た
高
鮮
度
・
高
価
格
の
方

針
に
変
更
は
な
い
か
。

　

水
産
加
工
場
は
、
漁
業
振

興
の
拠
点
施
設
で
あ
る
と
い

う
考
え
に
変
更
は
な
い
か
。

竹
邑
水
産
商
工
課
長 

鰹
乃
國

水
産
が
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん

で
き
た
基
本
方
針
に
変
更
は

な
い
。

　

ま
た
、
執
行
部
が
こ
れ
ま

で
一
貫
し
て
答
弁
し
て
き
た

こ
と
に
も
変
更
は
な
い
。

「
ハ
サ
ッ
プ
」
が
義
務
化

　
問　
食
品
衛
生
法
が
公
布
さ
れ
、

食
品
衛
生
管
理
シ
ス
テ
ム

「
ハ
サ
ッ
プ
」
が
義
務
づ
け

ら
れ
る
。
施
行
時
期
、
実
施

に
向
け
町
の
考
え
方
は
。

竹
邑
水
産
商
工
課
長 

平
成

 30

年
６
月
か
ら
３
年
程
度
準
備

期
間
が
設
け
ら
れ
る
。

　

各
課
連
携
し
、
町
の
方
々

が
困
ら
な
い
よ
う
支
援
に
取

り
組
む
。

水産加工場の在り方は

考え方に変更なし

２
０
０
人
分
不
足

避
難
者
の
収
容
は

ハ
サ
ッ
プ
（
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
）

　

食
材
が
ど
の
よ
う
に
保
存

さ
れ
、
提
供
さ
れ
た
か
の
記

録
を
残
し
、
透
明
化
す
る
衛

生
管
理
方
法
。

使用者が決定した水産加工場

４月５日のカツオの「セリ」

避難収容施設の久礼中学校体育館（上）
と校内にある標高表示（下）



No.53（令和元年５月）  中土佐町議会だより 14

窪 田 和 教窪 田 和 教

問 

大
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
再
整
備

の
出
発
点
は
久
礼
中
の
ク
ラ

ブ
活
動
に
支
障
が
出
る
と
い

う
こ
と
だ
。
中
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
と
現
在
の
大
野
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
使
っ
て
も
危
険
が

あ
る
か
。

岡
村
教
育
長 

注
意
を
払
っ
て

安
全
に
使
っ
て
い
る
。
必
要

な
広
さ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
欲

し
い
の
が
現
状
だ
。

問 

確
か
に
久
礼
中
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
サ
ッ
カ
ー
と
野
球
を

同
時
に
す
る
に
は
狭
い
。
計

画
に
あ
る
プ
ロ
野
球
並
み
の

球
場
が
中
学
校
の
ク
ラ
ブ
活

動
に
必
要
か
。
ま
た
、
将
来

の
利
用
計
画
は
。

岡
村
教
育
長 

生
徒
数
も
減
少

し
て
お
り
、
今
後
の
利
用
計

画
で
は
厳
し
い
こ
と
は
あ
る
。

問 
町
長
は
12
月
議
会
で
再
整

備
す
る
大
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

防
災
機
能
を
持
た
せ
な
い
と

言
っ
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
付

帯
施
設
だ
け
で
６
億
７
千
万

円
に
な
る
。
こ
れ
に
い
く
ら

上
積
み
さ
れ
る
か
未
定
だ
。

こ
れ
だ
け
経
費
を
使
っ
て
地

震
へ
備
え
が
な
い
施
設
を
造

る
こ
と
が
妥
当
か
。

池
田
町
長 

（
想
定
）
浸
水
区

域
外
に
造
る
と
な
る
と
大
野

は
選
択
肢
に
入
ら
な
い
。
が

れ
き
撤
去
す
る
中
で
、
一
定

の
被
災
さ
れ
た
方
の
支
援
は

で
き
る
。

問 

美
術
館
移
転
に
向
け
た
検

討
委
員
会
を
つ
く
り
議
論
が

始
ま
る
。
予
算
が
16
万
円
と

少
な
い
。
深
い
論
議
が
で
き

る
か
。

今
橋
教
育
次
長 

専
門
的
分
野

と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
の
深
ま

り
は
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

問 
四
万
十
町
は
美
術
館
と
図

書
館
の
移
転
に
向
け
た
検
討

委
員
会
を
つ
く
り
、
実
質
５

年
か
け
て
準
備
を
し
て
い
る
。

中
高
生
に
も
聞
き
取
り
調
査

を
し
て
い
る
。
議
論
は
オ
ー

プ
ン
に
し
て
、
「
知
ら
な
い

う
ち
に
文
化
施
設
が
で
き

た
」
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ

う
に
情
報
公
開
を
徹
底
し
て

い
る
。

　

本
町
は
ど
う
か
。

岡
村
教
育
長 

中
高
生
が
参
加

し
た
住
民
参
加
型
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
学
ぶ
点
が
多
い
。

知
ら
な
い
う
ち
に
美
術
館
が

で
き
た
と
い
う
こ
と
が
な
い

よ
う
に
留
意
す
る
。

池
田
町
長 

ど
こ
に
ど
の
よ
う

な
形
で
も
っ
て
い
く
か
、
幅

広
い
ご
意
見
を
い
た
だ
く
必

要
が
あ
る
。

幅広い意見をいただく

が
れ
き
撤
去
等
の
役
割

大
野
グ
ラ
ウ
ン
ド

防
災
機
能
を
持
た
せ

美術館移転

移転議論はオープンに

そ
の
他
の
質
問

▼�

山
間
部
の
環
境
改
善

を

大野グラウンドで練習する少年サッカーチーム「中土佐
ボンバーズ」

美術館前にある貴重な美術品を保管している収蔵庫
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松 下 裕 之松 下 裕 之

問 

会
場
設
営
時
の
交
通
規
制

を
ど
う
す
る
の
か
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数
が
少

な
く
な
っ
て
い
る
感
じ
が
す

る
。
数
は
把
握
し
て
い
る
か
。

　

土
佐
沖
で
の
一
本
釣
り
の

カ
ツ
オ
が
、
当
日
絶
対
に
あ

る
と
言
い
切
れ
る
か
。

竹
邑
水
産
商
工
課
長 

（
会
場

設
営
は
）
須
崎
署
と
協
議
を

十
分
に
進
め
な
が
ら
準
備
を

整
え
た
い
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
お
よ

そ
４
０
０
人
に
参
加
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
役
場
職
員
も

入
っ
て
い
る
。

　

（
カ
ツ
オ
は
）
漁
師
さ
ん

に
ご
尽
力
を
頂
き
頑
張
っ
て

も
ら
っ
て
い
る
。
釣
っ
て
き

て
も
ら
え
る
と
信
じ
て
い
る
。

問 
今
の
や
り
方
で
は
限
界
だ

と
思
う
。
５
月
第
３
日
曜
日

を
「
か
つ
お
の
日
」
と
し
、

久
礼
の
町
中
や
「
道
の
駅
」

を
使
っ
て
の
イ
ベ
ン
ト
に
し

て
は
ど
う
か
。
（
今
の
ま
ま

の
）
か
つ
お
祭
は
30
回
で
や

め
た
ら
ど
う
か
。

竹
邑
水
産
商
工
課
長 

カ
ツ
オ

を
取
り
巻
く
状
況
や
社
会
情

勢
も
大
き
く
変
化
し
た
。
主

要
な
メ
ン
バ
ー
も
30
年
の
年

を
重
ね
た
。
同
様
の
活
動
は

年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

池
田
町
長 

食
品
衛
生
の
基
準

も
厳
し
く
な
っ
て
い
る
。
現

在
の
よ
う
な
開
催
は
今
後
厳

し
い
。
一
部
の
者
が
ず
っ
と

苦
労
し
て
や
っ
て
き
た
側
面

も
あ
る
。
節
目
と
な
る
第
30

回
の
祭
を
終
え
て
、
い
ろ
ん

な
場
面
を
通
じ
て
今
後
の
あ

り
方
を
検
討
し
た
い
。

問 

若
い
人
は
常
会
に
入
り
た

が
ら
な
い
。
町
が
常
会
へ
の

入
会
に
関
わ
っ
て
い
く
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

　

年
が
い
っ
て
常
会
長
を
で

き
な
い
人
が
増
え
て
い
る
。

１
４
０
近
く
あ
る
常
会
数
を

見
直
す
な
ど
編
成
を
考
え
て

み
た
ら
ど
う
か
。

下
元
企
画
課
長 

常
会
は
任
意

の
団
体
で
あ
る
。
入
会
は
各

常
会
に
任
せ
て
い
る
。
町
で

の
再
編
は
考
え
て
い
な
い
が
、

常
会
か
ら
要
望
が
あ
れ
ば
一

緒
に
検
討
す
る
こ
と
は
可
能

で
あ
る
。

問　
災
害
が
起
き
た
時
な
ど
、

近
所
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
た
ら
助

か
る
命
も
あ
る
と
思
う
。
町

長
の
常
会
の
役
割
に
対
す
る

考
え
と
常
会
に
望
む
こ
と
は

あ
る
か
。

池
田
町
長 

常
会
は
共
助
で
あ

る
。
隣
同
士
の
顔
が
分
か
る

付
き
合
い
が
非
常
に
重
要
だ

と
思
う
。

かつお祭
今年で区切りを

現在のままでは厳しい

隣
同
士
の
付
き
合
い
が
大
事

常
会
再
編
の
考
え
は

４月13日に町民交流会館で行われた久礼
地区の常会長（地区長）会

大勢のスタッフに支えられている「かつお祭」
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本 井 康 介本 井 康 介

問 

七
面
鳥
を
中
土
佐
ブ
ラ
ン

ド
に
し
、
全
国
的
に
売
り
出

せ
な
い
か
大
き
な
夢
を
抱
い

て
い
る
。
生
産
組
合
の
現
状

と
課
題
は
。

西
田
農
林
課
長 

現
在
３
戸
４

人
の
組
合
員
で
構
成
し
て
い

る
。
う
ち
２
戸
で
約
６
０
０

羽
を
飼
育
生
産
し
て
い
る
。

一
千
羽
を
目
標
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
課
題
は
加
工
処
理

で
羽
抜
き
作
業
は
手
作
業
で

行
っ
て
い
る
。
ス
タ
ッ
フ
の

確
保
が
ぎ
り
ぎ
り
の
状
態
だ
。

問 

次
年
度
に
向
け
て
の
目
標

は
。

西
田
農
林
課
長 

加
工
処
理
体

制
の
強
化
だ
。
現
在
取
り
組

ん
で
い
る
高
知
県
版
「
ハ
サ

ッ
プ
」
の
第
２
ス
テ
ー
ジ
の

取
得
や
販
促
活
動
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
、
増
産
に
対
応
で

き
る
体
制
を
構
築
し
た
い
。

問 

本
町
の
児
童
虐
待
の
現
在

の
状
況
は
。

山
本
健
康
福
祉
課
長 

平
成

 21

年
３
月
に
要
保
護
児
童
対
策

地
域
協
議
会
を
設
立
し
た
。

町
内
在
住
の
ゼ
ロ
歳
か
ら
18

歳
ま
で
の
子
ど
も
と
保
護
者
、

特
定
妊
婦
を
対
象
に
子
育
て

支
援
や
虐
待
防
止
を
行
っ
て

い
る
。

　

町
に
虐
待
通
告
が
あ
っ
た

場
合
、
健
康
福
祉
課
が
受
理

会
議
を
行
う
。
そ
し
て
、
児

童
の
安
全
確
認
、
虐
待
情
報

の
精
査
、
社
会
的
調
査
を
行

い
、
リ
ス
ク
を
決
定
す
る
。

緊
急
対
応
が
必
要
な
時
は
警

察
署
や
県
の
中
央
児
童
相
談

所
へ
通
告
・
送
致
し
一
時
保

護
を
求
め
る
。

　

本
町
の
現
状
は
、
比
較
的

リ
ス
ク
の
高
い
傾
向
に
あ
る

と
思
わ
れ
る
就
学
前
児
童
、

特
定
妊
婦
に
対
し
支
援
し
て

い
る
。
保
健
・
福
祉
・
教
育

等
の
専
門
性
、
広
範
囲
の
取

り
組
み
が
課
題
だ
。

　
再
犯
防
止
計
画
は

　
問 

地
方
再
犯
防
止
推
進
計
画

を
定
め
る
努
力
義
務
が
あ
る

が
本
町
の
現
状
は
。

多
田
町
民
環
境
課
長 

現
在
、

策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
る
高

知
県
の
再
犯
防
止
推
進
計
画

を
参
考
に
、
平
成
31
年
度
に

保
護
司
や
関
係
団
体
と
も
協

議
し
策
定
に
向
け
て
検
討
し

た
い
。

池
田
町
長 

犯
罪
を
犯
し
て
も
、

社
会
復
帰
で
き
る
社
会
の
構

築
は
非
常
に
重
要
だ
。

　
保
護
司
に
役
場
職
員
を

　
問 

保
護
司
は
高
齢
化
で
定
年

に
な
る
方
が
い
る
。
役
場
職

員
を
保
護
司
に
で
き
な
い
か
。

池
田
町
長 

役
場
職
員
が
保
護

司
を
す
る
の
は
業
務
外
で
、

お
願
い
を
す
る
こ
と
は
あ
っ

て
も
強
制
で
き
な
い
。

七面鳥を全国に

増産体制の構築で

リ
ス
ク
高
い
子
ど
も
ら
を
支
援

児
童
虐
待
防
止
対
策
は

町議会議員にも配付されている児童虐待防止運動の
シンボルであるオレンジリボンのバッジ（下）

大野見で飼育されている七面鳥
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黒 原 昭 一黒 原 昭 一

問 

水
道
改
正
法
が
国
会
で
採

決
さ
れ
た
。
改
正
の
目
的
は
。

す
ぐ
民
営
化
さ
れ
る
か
。
料

金
は
上
が
る
か
。
安
全
性
は

保
た
れ
る
か
。
災
害
時
の
対

応
は
。

多
田
町
民
環
境
課
長 

改
正
の

目
的
は
水
道
の
基
盤
強
化
を

図
り
、
将
来
に
わ
た
り
安
全

な
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る

た
め
国
や
自
治
体
の
関
与
を

強
め
た
も
の
だ
。

　

本
町
で
は
現
在
の
と
こ
ろ

民
営
化
は
検
討
し
て
い
な
い
。

水
道
料
は
、
厚
生
労
働
大
臣

が
許
可
す
る
仕
組
み
の
た
め

民
営
化
で
直
接
料
金
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
る
こ
と
は
な
い
。

民
営
化
に
よ
っ
て
安
全
生
に

も
問
題
は
な
い
。
災
害
時
の

対
応
も
こ
れ
ま
で
と
同
様
だ
。

　
水
道
料
の
滞
納
は

　
問 

簡
易
水
道
会
計
で
貸
倒
引

当
金
６
４
１
万
２
千
円
が
計

上
さ
れ
て
い
る
。
滞
納
は
合

併
以
前
の
も
の
が
多
く
含
ま

れ
て
い
る
と
聞
く
が
、
そ
の

割
合
は
。
回
収
見
込
み
と
時

効
は
。

多
田
町
民
環
境
課
長 

合
併
前

の
滞
納
が
70
㌫
程
度
に
な
っ

て
い
る
。
水
道
料
の
時
効
は

２
年
間
だ
。
時
効
後
、
債
務

者
か
ら
申
し
出
が
あ
れ
ば
消

滅
す
る
こ
と
に
な
る
。
合
併

後
の
徴
収
率
は
99
・
８
㌫
に

な
っ
て
い
る
。
お
お
む
ね
滞

納
が
５
年
を
超
え
て
い
る
債

権
は
、
行
方
が
わ
か
ら
な
い

も
の
、
債
務
者
を
特
定
で
き

な
い
も
の
が
多
数
あ
り
、
回

収
が
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

問 

不
納
欠
損
処
分
の
手
続
き

と
し
て
権
利
の
放
棄
が
議
決

さ
れ
た
際
に
は
、
そ
れ
を
根

拠
と
し
て
手
続
き
を
行
う
こ

と
も
可
能
と
さ
れ
て
い
る
。

回
収
見
込
み
の
な
い
滞
納
金

に
対
し
て
不
納
欠
損
処
分
を

行
う
見
込
み
は
。

多
田
町
民
環
境
課
長 

昨
年
度

の
決
算
審
査
意
見
で
、
法
令

に
基
づ
き
適
切
に
債
権
処
理

を
行
う
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。

長
期
滞
納
状
態
の
回
収
困
難

な
債
権
は
不
納
欠
損
処
分
を

し
て
い
き
た
い
。

問 

子
育
て
世
代
の
移
住
者
は
。

今
後
の
人
口
減
少
問
題
へ
の

取
り
組
み
は
。

下
元
企
画
課
長 

平
成
 27
年
度

か
ら
75
組
、
１
２
０
人
が
移

住
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
子

育
て
世
代
は
15
組
50
人
と
な

っ
て
い
る
。

　

現
在
、
中
間
管
理
住
宅
の

整
備
、
定
住
団
地
宅
地
造
成
、

子
育
て
応
援
事
業
な
ど
を
実

施
し
て
い
る
。

　

人
口
減
少
は
非
常
に
厳
し

い
と
と
ら
え
て
い
る
。
検
証

し
な
が
ら
作
業
し
て
い
く
。

本町への移住者は

75組120人

料
金
・
安
全
性
こ
れ
ま
で
同
様

水
道
民
営
化
の
影
響
は

不
納
欠
損
処
分

　

債
務
者
が
行
方
不
明
に
な

る
な
ど
、
何
ら
か
の
理
由
で

徴
収
が
行
え
ず
、
今
後
も
徴

収
の
見
込
み
が
た
た
な
い
た

め
、
地
方
自
治
体
が
徴
収
を

あ
き
ら
め
る
こ
と
。

大阪で開かれた「高知暮らしフェア」での移住相談

水道使用量を確認する検針員
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高 橋 雄 造高 橋 雄 造

問 

防
災
対
策
全
体
の
進
ち
ょ

く
状
況
は
ど
の
程
度
と
認
識

し
て
い
る
か
。

池
田
町
長 

津
波
対
策
で
の
避

難
路
は
９
割
が
完
成
し
て
い

る
が
、
上
ノ
加
江
地
区
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
は
、

高
台
移
転
も
含
め
た
課
題
が

残
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
ハ
ー
ド
面
と
ソ

フ
ト
両
面
の
対
応
を
地
域
・

自
主
防
災
組
織
と
も
連
携
し

取
り
組
ん
で
行
く
。

問 

新
年
度
予
算
で
は
、
何
を

重
点
施
策
と
し
て
い
る
か
。

平
田
総
務
課
長 

家
屋
の
耐
震

化
、
小
矢
井
賀
地
区
の
避
難

所
機
能
を
併
設
し
た
資
機
材

倉
庫
の
整
備
、
次
期
防
災
情

報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
導
入
だ
。

そ
し
て
、
引
き
続
き
避
難
所

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を

重
点
施
策
と
し
て
考
え
て
い

る
。

問 

今
、
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
児
童
虐
待
は
、
本
町
で

も
今
後
起
こ
る
懸
念
が
あ
る
。

親
権
問
題
と
併
せ
、
学
校
に

対
す
る
指
導
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

岡
村
教
育
長 

常
識
を
逸
脱
す

る
よ
う
な
、　
ど
う
喝
・
威
圧
・

言
動
を
関
係
職
員
が
保
護
者

か
ら
受
け
る
こ
と
が
あ
っ
た

場
合
、　
不
当
な
要
求
に
屈
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、　
関
係

機
関
が
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
行
く
。

池
田
町
長 

民
法
で
定
め
ら
れ

た
親
権
・
懲
戒
権
の
問
題
が

提
起
さ
れ
て
い
る
。
子
ど
も

の
し
つ
け
な
ど
、
深
堀
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
く
。

　

本
町
で
も
様
々
な
事
案
が

あ
る
と
思
う
が
、
今
一
度
考

え
て
い
く
こ
と
は
重
要
で
あ

る
。

　
骨
髄
提
供
者
の
助
成
は

　
問 

骨
髄
バ
ン
ク
の
助
成
を
新

年
度
予
算
で
ど
の
よ
う
に
し

た
か
。

山
本
健
康
福
祉
課
長 

県
の
医

療
政
策
課
と
連
携
し
、
平
成

31
年
４
月
か
ら
助
成
制
度
が

施
行
で
き
る
よ
う
補
助
金
の

交
付
要
綱
等
を
整
え
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
通
院
日
数
の

７
日
間
を
上
限
と
し
て
、
１

人
当
た
り
最
高
14
万
円
の
補

助
金
を
交
付
す
る
こ
と
と
な

る
。
補
助
金
は
県
の
２
分
の

１
の
補
助
を
活
用
す
る
。

問 

町
と
し
て
骨
髄
バ
ン
ク
を
、

情
報
発
信
・
広
報
に
よ
り
、

ど
の
よ
う
に
周
知
を
し
て
い

く
か
。
ま
た
、
連
携
す
る
関

係
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
と
連
携
し
て
ど
う
取
り
組

む
か
。

山
本
健
康
福
祉
課
長 

骨
髄
バ

ン
ク
事
業
は
非
常
に
個
人
情

報
が
守
ら
れ
て
い
る
事
業
だ
。

町
と
し
て
補
助
金
制
度
の
広

報
を
進
め
て
い
く
の
が
一
番

大
き
な
役
目
だ
と
考
え
て
い

る
。
県
の
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

と
も
協
議
し
、
献
血
の
機
会

を
捉
え
、
一
層
の
啓
発
を
行

っ
て
い
く
。

避
難
路
は
９
割
完
成
だ
が

防
災
対
策
の
進
ち
ょ
く
は

児童虐待で学校へは

不当要求に屈しないよう

そ
の
他
の
質
問

▼�

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
10
連
休
の
対
応
は

海に面した上ノ加江の老人福祉施設（上）と
備え付けられている津波救命艇（下）

一家だんらんの家族
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佐 竹 敏 彦佐 竹 敏 彦

問 

御
代
替
わ
り
で
新
元
号
が

施
行
さ
れ
る
。
元
号
は
、
大

化
の
改
新
以
来
続
く
時
代
の

意
義
を
実
感
さ
せ
る
言
葉
だ
。

日
本
だ
け
の
も
の
で
、
世
界

遺
産
と
し
て
称
賛
さ
れ
る
べ

き
も
の
だ
。

　

１
２
６
代
続
く
天
皇
は
、

神
武
天
皇
即
位
以
来
２
６
７

９
年
と
い
う
世
界
最
古
の
歴

史
を
持
つ
。
天
皇
は
、
エ
ン

ペ
ラ
ー
と
し
て
外
交
儀
礼
の

序
列
で
世
界
の
最
高
位
に
あ

る
。

　

天
皇
と
共
に
あ
る
日
本
の

建
国
の
精
神
は
「
八あ

め
の
し
た紘を

掩お
お

い
て
宇い

え

と
せ
ん
こ
と
ま
た
可よ

か
ら
ず
や
」
。
今
の
言
葉
で

言
う
と
「
家
族
の
よ
う
に
仲

よ
く
し
よ
う
」
で
、
世
界
平

和
を
願
う
も
の
だ
。
素
晴
ら

し
い
と
思
う
。
教
育
と
し
て

も
教
え
る
べ
き
で
は
。

池
田
町
長 

一
つ
の
団
体
を
家

族
に
見
立
て
て
仲
良
く
や
っ

て
い
こ
う
と
い
う
も
の
だ
。

相
互
扶
助
の
下
、
お
互
い
助

け
合
っ
て
努
力
し
な
が
ら
国

を
造
っ
て
い
く
と
い
う
精
神

は
す
ば
ら
し
い
。

　

天
皇
は
エ
ン
ペ
ラ
ー
で
世

界
に
日
本
し
か
な
い
存
在
だ
。

一
致
団
結
し
て
国
民
の
幸
せ

の
た
め
、
憲
法
の
も
と
国
づ

く
り
・
自
治
体
づ
く
り
が
求

め
ら
れ
る
。

岡
村
教
育
長 

教
育
基
本
法
に

教
育
の
目
的
が
書
か
れ
て
い

る
。
そ
れ
が
達
成
で
き
る
よ

う
に
教
育
が
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

　

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き

指
導
が
行
わ
れ
る
よ
う
努
め

る
。

問 

大
野
見
で
北
地
区
振
興
会

と
行
っ
た
議
員
出
張
懇
談
会

（
Ｐ
３
参
照
）
で
、
中
山
間

の
振
興
策
を
議
論
し
た
。
田

舎
の
衰
退
は
、
少
子
高
齢
過

疎
化
の
中
で
の
日
本
全
体
の

問
題
だ
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
知
恵

や
ア
イ
デ
ア
で
生
き
延
び
る

戦
略
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

い
ろ
い
ろ
課
題
が
あ
る
が
、

批
判
非
難
し
て
も
ど
う
し
よ

う
も
な
い
。
今
の
現
実
の
中

で
や
る
し
か
な
い
。

　

「
天
は
自
ら
助
く
る
者
を

助
く
」
。
や
る
気
へ
の
支
援

は
。

池
田
町
長 

地
域
を
取
り
巻
く

環
境
は
急
激
な
過
疎
化
の
進

展
だ
。
自
助
・
共
助
・
公
助

と
い
う
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

が
必
要
だ
。

　

合
併
し
て
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
よ
う
と
努
力
し
て
い
る

皆
さ
ん
に
、
し
っ
か
り
寄
り

添
い
な
が
ら
共
に
取
り
組
み

た
い
。

猫
対
策
は

　
問 

地
域
猫
の
取
り
組
み
を
聞

く
。多

田
町
民
環
境
課
長 

地
域
猫

活
動
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

に
補
助
金
を
出
し
て
去
勢
避

妊
を
推
進
す
る
。
地
域
座
談

会
で
、
住
民
同
士
の
対
立
を

和
ら
げ
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
。

　

活
動
を
広
げ
て
い
く
に
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
増
員
が
必

要
だ
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
必
要

中
山
間
地
域
の
振
興
を

天皇制度を教育で

学習指導要領に基づき

そ
の
他
の
質
問

▼�

公
務
員
の
倫
理
感
・

教
育
の
劣
化

▼�

自
主
防
災
と
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

▼�

イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
店

と
道
路
使
用
許
可

▼�

教
員
の
勤
務
体
制
支

援
地
域
猫

　

飼
い
主
が
い
な
い
も
の
の
、

地
域
住
民
の
認
知
と
合
意
の

う
え
で
共
同
管
理
さ
れ
て
い

る
猫
。

平成から令和へ

捕獲された猫と町役場横の施設内での手術
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淡
路
島
に
あ
る
洲
本
市
千

草
竹
原
地
区
で
、住
民
自
治
・

集
落
活
動
の
研
修
を
行
な
っ

た
。

　

同
地
区
は
３
世
帯
７
人
の

集
落
で
、
と
も
に
退
職
し
た

二
人
が
地
域
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

原
木
シ
イ
タ
ケ
の
も
ぎ
取

り
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
体
験
な

ど
が
で
き
る
観
光
農
園
、
大

学
や
企
業
と
連
携
し
て
小
水

力
発
電
に
よ
る
地
域
活
性
化

検
証
実
験
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
ま
た
、
千
草
竹
原
地
区

の
林
道
を
巡
る
「
淡
路
島
千

草
竹
原
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
」

を
早
稲
田
大
学
と
開
発
中
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
大
学
や

研
究
者
、
国
・
県
を
巻
き
込

ん
で
地
域
再
生
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

会
長
は
「
な
い
も
の
ね
だ

り
は
無
駄
。
あ
る
も
の
を
見

つ
け
活
用
す
る
こ
と
」
と
述

べ
た
。
今
回
の
視
察
で
学
び
、

感
じ
た
こ
と
を
、
町
の
課
題

解
決
に
つ
な
げ
る
よ
う
努
め

て
い
き
た
い
。

　
（
Ｐ
28「
つ
ぶ
や
き
」参
照
）

　

２
月
８
日
、
七
面
鳥
生
産

の
現
状
と
課
題
、
そ
し
て
、

四
万
十
源
流
の
里
の
改
修
状

況
の
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

　

七
面
鳥
は
現
在
、
飼
育
羽

数
５
５
８
羽
、
出
荷
取
引
件

数
は
24
件
と
な
っ
て
い
る
。

年
間
売
上
高
５
１
７
万
５
千

円
で
目
標
値
の
７
〜
８
割
程

度
だ
。
食
鳥
（
七
面
鳥
）
処

理
施
設
で
の
加
工
は
１
日
あ

た
り
20
〜
30
羽
程
度
だ
。
将

来
、
飼
育
羽
数
は
一
千
羽
を

目
標
と
し
て
い
る
。
生
産
体

制
の
見
直
し
や
販
路
拡
大
な

ど
に
課
題
が
あ
る
と
の
意
見

が
あ
っ
た
。

　

四
万
十
源
流
の
里
の
平
成

30
年
度
の
利
用
者
は
、
レ
ス

ト
ラ
ン
３
３
２
１
人
、
宴
会

57
件
、
入
浴
３
５
３
人
で
合

計
７
０
６
５
人
だ
。
こ
の
う

ち
外
国
人
が
２
９
３
人
と
な

っ
て
い
る
。

　

支
配
人
は
「
今
後
も
、
創

意
工
夫
に
よ
り
集
客
に
努
め

る
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

改
修
工
事
は
、
３
月
１
日
完

了
予
定
だ
っ
た
。

　

３
月
定
例
会
の
初
日
（
３
月
５
日
）
、
総
務
・
産
業
建

設
・
教
育
民
生
の
各
常
任
委
員
長
か
ら
議
会
閉
会
中
の
委
員

会
の
活
動
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

洲本市千草竹原を視察

七
面
鳥
販
路
拡
大
に
課
題

住民自治・集落活動を調査

食
鳥
処
理
施
設
・
源
流
の
里
を
調
査

ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

　

「
ト
レ
イ
ル
」
と
は
、
森

林
や
原
野
、
里
山
な
ど
に
あ

る
「
歩
く
た
め
の
道
」
の
こ

と
。
「
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
」

は
、
つ
な
が
っ
た
一
本
の
長

い
ト
レ
イ
ル
。

総務常任委員会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

洲本市千草竹原地区の小水力発電施設の説明を受ける
総務常任委員（２月６日）

食鳥処理施設（上）と四万十源流の里（下）の現地調査を行う
産業建設常任委員（２月８日）
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２
月
４
日
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
と
水
道
事
業
の
調
査
を
行

っ
た
。

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
は
現
在
４

台
で
、
部
活
動
の
練
習
試
合

や
学
校
行
事
、
送
迎
な
ど
に

使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

水
道
事
業
は
、
水
道
法
改

正
の
概
略
説
明
を
受
け
た
。

主
な
内
容
は
、
事
業
の
広
域

連
携
化
、
施
設
の
資
産
管
理

な
ど
だ
っ
た
。

　

２
月
19
日
、
図
書
館
の
先

進
事
例
研
究
の
た
め
、
日
高

村
と
津
野
町
を
視
察
し
た
。

　

日
高
村
は
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
や
要
望
書
な
ど
に
よ
り
、

「
人
が
育
つ
図
書
館
」
の
基

本
理
念
の
も
と
に
２
億
８
千

万
円
で
新
築
し
、
学
校
な
ど

と
連
携
し
な
が
ら
運
営
し
て

い
る
。

　

津
野
町
は
保
育
所
を
改
修

し
て
図
書
館
と
し
、
２
階
に

は
学
習
室
、
１
階
に
は
飲
み

物
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
歓
談
し

な
が
ら
読
書
が
楽
し
め
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

学
校
な
ど
と
の
連
携
を

図
書
館
等
を
調
査

教
育
民
生
常
任
委
員
会

水産加工場使用者に
企画・ど久礼もん企業組合

●天皇御在位30年
　日本の国と国民の象徴として、国内外に大きな
足跡を残された天皇皇后両陛下に心から感謝の念
をささげたい。

●平成31年度予算編成
　本町の平成31年度一般会計当初予算は、歳入歳
出総額が85億6685万円となった。過去最大の予算
編成となっている。

●公共施設移転等事業
　新庁舎建設工事は、現在山留工事に取り掛かっ
ている。消防庁舎は、当初見込み工事費６億５千
万円が諸物価等の高騰により、10億5400万円とな
る見込みだ。

●SEAプロジェクト事業
　「道の駅なかとさ」は、１月下旬にレジ通過者
が50万人を突破した。

●水産加工場の使用事業者の決定
　「企画・ど久礼もん企業組合」を選定した。ス
ラリーアイスを活用し、漁業振興に活路を見出す
ことを期待する。

●防災行政
　矢井賀の避難路追加工事は年度内に完了の予定
だ。住宅耐震化など地震揺れ対策は２月末までに
42件、ブロック塀耐震化14件、家具転倒防止31件
を実施した。

●トライアスロン大会の中止
　昨年11月の第７回をもって、「今後継続が難し
い」と実行委員会が判断し、平成31年度から中止
することとなった。

●カツオ文化の日本遺産登録を申請
　１月21日に「鰹の国・土佐〜黒潮の恵みと共生
する文化〜」と題して、中土佐町
を含む６市町で文化庁に
申請した。

●消費税引き上げに伴う
　商品券事業
　プレミアム付き商品券
の発行・販売を今年の10
月から来年の３月まで行
う。

３月定例会での池田町長

津野町立図書館「かわうそ館」で説明を受ける教育民生委員（左上下）と日高村立図書館「ほしのおか」
の館内と外観(右上下)（２月19日）



○・・賛成　●・・反対　／・・議長

≪第３回定例会の主な議案と議員の賛否≫

〜
大
野
見
庁
舎
が
心
配
〜

　
議
会
か
ら
は
全
議
員
に
来
て
い
た
だ
き
、

北
地
区
か
ら
は
30
人
以
上
が
参
加
し
、
住
民

と
話
し
合
い
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
北
地
区
が
い
ろ
い
ろ
と
要
望
し
ま
し
た
が
、

一
つ
で
も
二
つ
で
も
前
に
進
む
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

　
高
樋
の
沈
下
橋
の
ト
イ
レ
の
設
置
を
お
願

い
し
て
10
年
が
た
ち
ま
し
た
が
、
お
か
げ
で

明
る
い
見
通
し
が
つ
き
ま
し
た
。

　
一
番
心
配
し
て
い
る
こ
と
は
、
大
野
見
の

庁
舎
機
能
の
こ
と
で
す
。
バ
ス
は
久
礼
ま
で

通
っ
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
久
礼
ま
で
は

行
け
ま
せ
ん
。
庁
舎
の
機
能
を
で
き
る
だ
け

現
状
の
ま
ま
残
し
て
ほ
し
い
で
す
。

（
Ｐ
３
参
照
）

大野見北地区振興会
会長の高橋米美さん

　スマートフォンやパソコンで本会議の様子が視聴できます。生中継だけでなく平成28年以降の過去
の映像もご覧いただけます。写真は３月定例会の映像です。
※データ通信料の契約が定額制（使い放題）でない場合は、高額請求される場合がありますのでご注意ください。

　10人程度以上の参加が見
込める団体やグループで、
議員との懇談の希望があれ
ば、町内どこへでも出張い
たします。
　ご希望がある場合は、議
会事務局（☎52-2410）ま
でお問い合わせください。

議員がどこへでも出張する議員がどこへでも出張する

議員出張懇談会議員出張懇談会

しました。私は、
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込める団体やグループで、
議員との懇談の希望があれ
ば、町内どこへでも出張い
たします。
　ご希望がある場合は、議
会事務局（☎52-2410）ま
でお問い合わせください。
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議員は何をしゆうが？
　

≪議長の主な活動状況（平成31年１月１日～平成31年３月31日）≫

　

３月定例会での予算の精査
（３月６日、７日）

●１月　　 　
　13日　　　消防出初め式・慰労会（久礼八幡宮・町内）
　16日　　　学校法人日本体育大学とのスポーツ協定懇親会【議長・教育民生常任委員長】(黒潮本陣）

●２月　　 　
　２日　　　シンポジウム「新幹線で四国を変えよう！」(高松市／サンポートホール）
　８日　　　香川県綾川町議会視察受入（道の駅なかとさ）
　12日　　　高知県町村議会議長会理事会（高知市／高知県自治会館）
　19日　　　四万十町議会正副議長来庁（中土佐庁舎）
　　　　　　高幡広域市町村圏事務組合との打合せ（中土佐庁舎）
　　　　　　高幡消防組合との打合せ（中土佐庁舎）
　21日　　　第38回高幡町村議会議長会臨時総会（高知市／高知県自治会館）
　　　　　　高知県町村議会議長会第70回定期総会（高知市／高知県自治会館）
　　　　　　高知県町村長・町村議会議長大会・意見交換会（高知市／ザクラウンパレス新阪急高知）
　25日　　　天皇陛下御在位30年記念式典【正副議長】(高知市／県民文化ホール）
　26日　　　津野山養護老人ホーム組合議会定例会（須崎市／道の駅かわうその里）
　　　　　　高陵特別養護老人ホーム組合議会定例会（須崎市／道の駅かわうその里）
　　　　　　高幡障害者支援施設組合議会定例会（須崎市／道の駅かわうその里）
　　　　　　高幡消防組合議会定例会（須崎市／道の駅かわうその里）
　　　　　　高幡広域市町村圏事務組合議会定例会（須崎市／道の駅かわうその里）

●３月　　 　
　９日　　　高知県自衛隊入隊・入校激励会（高知市／三翠園）
　13日　　　久礼中学校卒業式（久礼中学校）
　　　　　　大野見中学校卒業式【(代理）副議長】(大野見中学校）
　　　　　　上ノ加江中学校卒業式【(代理）教育民生常任委員長】(上ノ加江中学校）
　20日　　　久礼小学校卒業式（久礼小学校）
　　　　　　上ノ加江小学校卒業式【(代理）教育民生常任委員長】(上ノ加江小学校）
　　　　　　高幡西部特別養護老人ホーム組合議会【議長・議選組合議員】(四万十町／仁井田のりん家）
　22日　　　大野見小学校卒業式【(代理）副議長】(大野見小学校）
　23日　　　久礼保育所卒園式（久礼保育所）
　　　　　　大野見保育所卒園式【(代理）副議長】（大野見保育所）
　　　　　　上ノ加江保育所卒園式【(代理）教育民生常任委員長】(上ノ加江保育所）
　24日　　　一般国道56号大方改良開通式・祝賀会（黒潮町）
　28日　　　高幡東部清掃組合議会【議長・議選組合議員】(高幡東部清掃組合）

　２月８日、香川県綾川町議会の
政策研究グループの皆さんが、本
町を訪れ「道の駅なかとさ」を視
察し、水産商工課の担当者と意見
交換を行いました。
　綾川町は、香川県のほぼ中央に
位置し、人口約25,000人の町です｡

香川県綾川町議会
の皆さんが「道の駅」を視察

香川県綾川町議会
の皆さんが「道の駅」を視察

町村長・議長大会で議題の提案理由
説明をする中城議長（２月21日）

○・・・出席　　　●・・・欠席　　　△・・・一部欠席　　　／・・・所属委員等でない

※ここでは本会議、委員会、議会の議決による派遣、その他議長が参加・出席を要請した活動のみを掲載しています。

≪各議員の出欠状況（平成31年１月１日～平成31年３月31日≫

私たちは、こんなことをしています。
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声
平
成
29
年
度
に
実
施
し
た
議
会
広
報
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
か
ら
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
「
声
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

議員定数を減らせ！
　　　　質問回数が少ない議員がいる！
議員定数を減らせ！
　　　　質問回数が少ない議員がいる！

★
議
員
数
を
減
ら
し
た
方
が
よ

い
。

★
質
問
回
数
が
極
端
に
少
な
い

議
員
が
い
る
が
、
町
民
の
代

表
だ
か
ら
も
っ
と
勉
強
し
て

頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

中城重則議長

　
議
員
に
と
っ
て
一
般
質
問
は
、

執
行
機
関
に
現
行
の
政
策
の
変

更
や
是
正
、
ま
た
新
規
の
政
策

を
採
用
さ
せ
る
な
ど
の
た
め
に

大
変
重
要
な
も
の
で
す
。

　
本
町
議
会
で
は
、
毎
回
お
お

む
ね
７
人
以
上
の
議
員
が
質
問

を
し
て
お
り
、
毎
回
質
問
台
に

立
つ
議
員
も
い
ま
す
。
他
の
議

員
も
毎
回
で
は
な
い
も
の
の
質

問
は
行
っ
て
お
り
、
極
端
に
質

問
回
数
が
少
な
い
議
員
（
議
長

は
除
く
）
は
い
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
た
だ
、
ご
指
摘
の
と
お
り
、

議
員
は
日
々
勉
強
が
必
要
で
、

町
民
皆
さ
ん
の
代
表
と
し
て
、

恥
ず
か
し
く
な
い
活
動
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
定
数
削
減
に
よ
っ
て
、
経
費

削
減
の
ほ
か
に
も
、
地
域
代
表

で
あ
っ
た
議
員
が
、
よ
り
広
い

視
点
で
町
内
全
体
の
こ
と
を
考

え
議
論
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
が

政
策
に
生
か
さ
れ
る
と
い
う
考

え
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
議
会
は
、
多
様
な

意
見
を
吸
収
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
か
ら
議
論
す
る
場
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
自
治
体
の
面
積
や

人
口
な
ど
に
応
じ
、
相
当
の
人

数
が
必
要
で
す
。

　
「
議
員
定
数
を
減
ら
せ
」
と

い
う
「
声
」
は
、
私
ど
も
の
耳

に
も
様
々
な
形
で
入
っ
て
い
ま

す
。
議
員
の
な
り
手
不
足
な
ど

の
問
題
も
あ
り
、
議
員
定
数
の

議
論
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
期
に
な
っ
た
と
も
考
え
て
い

ま
す
。

　
こ
の
議
論
は
、
定
数
を
「
減

ら
す
」
「
減
ら
さ
な
い
」
に
か

か
わ
ら
ず
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

「
声
」
を
、
ど
う
政
策
に
反
映

さ
せ
る
か
に
配
慮
し
な
が
ら
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

会議録をご覧
いただけます
会議録をご覧
いただけます
会議録をご覧
いただけます
会議録をご覧
いただけます

お問い合わせなどはこちらへ
中土佐町議会事務局  　　〒789-1301 中土佐町久礼6602-2
TEL52-2410　FAX52-4850　E-mail gikaijimu@town.nakatosa.lg.jp

　インターネット中継映像や音声
は公式記録ではありません。また
「議会だより」は概要のみを掲載
しています。公式記録は会議録を
ご覧ください。会議録は議会事務
局、または中土佐町ホームページ
から議会のページに進むとご覧い
ただけます。

６月定例会日程（予定）

６月３日（月）　行政報告
　　　　　　　委員長報告
　　　　　　　議案の提案理由説明ほか
６月６日（木）　一般質問
６月７日（金）　一般質問
６月11日（火）　議案等の採決ほか

　ご意見やご感想など500字
以内で、郵送でご投稿くだ
さい。

議会に対する
ご意見などを
募集しています

議会は、どなたでも
傍聴できます。

町村議会表彰
町村議会広報全国コンクール表紙写真賞
町村議会表彰
町村議会広報全国コンクール表紙写真賞

　
中
土
佐
町
議
会
が
、
２
月
６
日
に
開
催

さ
れ
た
全
国
町
村
議
会
第
70
回
定
期
総
会

で
「
町
村
議
会
表
彰
」
と
「
第
33
回
町
村

議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
表
紙
写
真
賞

（
銅
賞
）
」
を
ダ
ブ
ル
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
町
村
議
会
表
彰
」
は
、
住
民
に
開
か

れ
た
議
会
、
監
視
機
能
を
十
分
に
発
揮
し

て
い
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
表
彰
さ
れ
た

も
の
で
す
。
こ
の
表
彰
は
、
全
国
９
２
６

町
村
議
会
中
、
26
町
村
が
受
賞
し
ま
し

た
。

　
「
第
33
回
町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
表
紙
写
真
賞
　
銅
賞
」
は
、
平
成

29
年
11
月
に
発
行
さ
れ
た
Ｎ
Ｏ
47
の
表
紙

が
、
応
募
総
数
２
７
９
紙
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
も
の
で
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
表

紙
写
真
賞
の
金
・
銀
・
銅
賞
（
各
１
紙
）

の
ほ
か
に
も
、
最
優
秀
賞
１
紙
、
優
秀
賞

３
紙
、
優
良
賞
６
紙
、
奨
励
賞
８
紙
の
表

彰
が
あ
り
ま
す
。
　

表紙写真賞を受賞した
No47の表紙

高知県自治会館で開催された高知県議長会定期総会での伝達式で表彰状を受け取る
中城議長（２月21日）

No.53（令和元年５月）  中土佐町議会だより 26



声
平
成
29
年
度
に
実
施
し
た
議
会
広
報
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
か
ら
、

町
民
の
皆
さ
ま
の
「
声
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

議員定数を減らせ！
　　　　質問回数が少ない議員がいる！
議員定数を減らせ！
　　　　質問回数が少ない議員がいる！

★
議
員
数
を
減
ら
し
た
方
が
よ

い
。

★
質
問
回
数
が
極
端
に
少
な
い

議
員
が
い
る
が
、
町
民
の
代

表
だ
か
ら
も
っ
と
勉
強
し
て

頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

中城重則議長

　
議
員
に
と
っ
て
一
般
質
問
は
、

執
行
機
関
に
現
行
の
政
策
の
変

更
や
是
正
、
ま
た
新
規
の
政
策

を
採
用
さ
せ
る
な
ど
の
た
め
に

大
変
重
要
な
も
の
で
す
。

　
本
町
議
会
で
は
、
毎
回
お
お

む
ね
７
人
以
上
の
議
員
が
質
問

を
し
て
お
り
、
毎
回
質
問
台
に

立
つ
議
員
も
い
ま
す
。
他
の
議

員
も
毎
回
で
は
な
い
も
の
の
質

問
は
行
っ
て
お
り
、
極
端
に
質

問
回
数
が
少
な
い
議
員
（
議
長

は
除
く
）
は
い
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
た
だ
、
ご
指
摘
の
と
お
り
、

議
員
は
日
々
勉
強
が
必
要
で
、

町
民
皆
さ
ん
の
代
表
と
し
て
、

恥
ず
か
し
く
な
い
活
動
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
定
数
削
減
に
よ
っ
て
、
経
費

削
減
の
ほ
か
に
も
、
地
域
代
表

で
あ
っ
た
議
員
が
、
よ
り
広
い

視
点
で
町
内
全
体
の
こ
と
を
考

え
議
論
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
が

政
策
に
生
か
さ
れ
る
と
い
う
考

え
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
議
会
は
、
多
様
な

意
見
を
吸
収
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
か
ら
議
論
す
る
場
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
自
治
体
の
面
積
や

人
口
な
ど
に
応
じ
、
相
当
の
人

数
が
必
要
で
す
。

　
「
議
員
定
数
を
減
ら
せ
」
と

い
う
「
声
」
は
、
私
ど
も
の
耳

に
も
様
々
な
形
で
入
っ
て
い
ま

す
。
議
員
の
な
り
手
不
足
な
ど

の
問
題
も
あ
り
、
議
員
定
数
の

議
論
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
期
に
な
っ
た
と
も
考
え
て
い

ま
す
。

　
こ
の
議
論
は
、
定
数
を
「
減

ら
す
」
「
減
ら
さ
な
い
」
に
か

か
わ
ら
ず
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

「
声
」
を
、
ど
う
政
策
に
反
映

さ
せ
る
か
に
配
慮
し
な
が
ら
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

会議録をご覧
いただけます
会議録をご覧
いただけます
会議録をご覧
いただけます
会議録をご覧
いただけます

お問い合わせなどはこちらへ
中土佐町議会事務局  　　〒789-1301 中土佐町久礼6602-2
TEL52-2410　FAX52-4850　E-mail gikaijimu@town.nakatosa.lg.jp

　インターネット中継映像や音声
は公式記録ではありません。また
「議会だより」は概要のみを掲載
しています。公式記録は会議録を
ご覧ください。会議録は議会事務
局、または中土佐町ホームページ
から議会のページに進むとご覧い
ただけます。

６月定例会日程（予定）

６月３日（月）　行政報告
　　　　　　　委員長報告
　　　　　　　議案の提案理由説明ほか
６月６日（木）　一般質問
６月７日（金）　一般質問
６月11日（火）　議案等の採決ほか

　ご意見やご感想など500字
以内で、郵送でご投稿くだ
さい。

議会に対する
ご意見などを
募集しています

議会は、どなたでも
傍聴できます。

町村議会表彰
町村議会広報全国コンクール表紙写真賞
町村議会表彰
町村議会広報全国コンクール表紙写真賞

　
中
土
佐
町
議
会
が
、
２
月
６
日
に
開
催

さ
れ
た
全
国
町
村
議
会
第
70
回
定
期
総
会

で
「
町
村
議
会
表
彰
」
と
「
第
33
回
町
村

議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
表
紙
写
真
賞

（
銅
賞
）
」
を
ダ
ブ
ル
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
町
村
議
会
表
彰
」
は
、
住
民
に
開
か

れ
た
議
会
、
監
視
機
能
を
十
分
に
発
揮
し

て
い
る
な
ど
の
理
由
に
よ
り
表
彰
さ
れ
た

も
の
で
す
。
こ
の
表
彰
は
、
全
国
９
２
６

町
村
議
会
中
、
26
町
村
が
受
賞
し
ま
し

た
。

　
「
第
33
回
町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン

ク
ー
ル
表
紙
写
真
賞
　
銅
賞
」
は
、
平
成

29
年
11
月
に
発
行
さ
れ
た
Ｎ
Ｏ
47
の
表
紙

が
、
応
募
総
数
２
７
９
紙
の
中
か
ら
選
ば

れ
た
も
の
で
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、
表

紙
写
真
賞
の
金
・
銀
・
銅
賞
（
各
１
紙
）

の
ほ
か
に
も
、
最
優
秀
賞
１
紙
、
優
秀
賞

３
紙
、
優
良
賞
６
紙
、
奨
励
賞
８
紙
の
表

彰
が
あ
り
ま
す
。
　

表紙写真賞を受賞した
No47の表紙

高知県自治会館で開催された高知県議長会定期総会での伝達式で表彰状を受け取る
中城議長（２月21日）
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今
号
で
は
、
窪
田
議
員
が

平
成
30
年
６
月
定
例
会
で
質

問
し
た
「
就
学
援
助
費
」
の

質
問
を
追
跡
し
ま
し
た
。

　【
平
成
30
年
６
月
定
例
会
】

　
問 

就
学
援
助
は
、
経
済
的
困

難
な
保
護
者
に
給
食
費
や
学

用
品
費
な
ど
を
助
成
す
る
も

の
だ
。

　

平
成
29
年
の
文
科
省
通
知

で
、
入
学
準
備
費
が
小
学
校

で
４
万
６
０
０
円
に
、
中
学

校
が
４
万
７
４
０
０
円
に
増

額
さ
れ
た
。
ま
た
、
入
学
前

の
３
月
支
給
も
可
能
だ
と
し

た
。
こ
の
通
知
を
受
け
、
須

崎
市
や
日
高
村
な
ど
で
は
入

学
準
備
費
を
引
き
上
げ
た
。

ま
た
、
全
国
で
４
割
の
自
治

体
が
入
学
前
の
３
月
に
支
給

し
て
い
る
。
入
学
準
備
費
の

支
給
時
期
と
金
額
を
問
う
。

今
橋
教
育
次
長 

小
学
生
で
１

万
９
９
０
０
円
。
中
学
生
で

２
万
２
９
０
０
円
だ
。
支
給

は
６
月
末
か
ら
だ
。

問 

保
護
者
が
入
学
準
備
に
か

け
る
金
額
と
現
在
の
援
助
額

に
は
隔
た
り
が
あ
る
。
町
長

の
政
治
判
断
も
必
要
だ
。

池
田
町
長 

全
国
の
市
町
村
が

就
学
援
助
金
を
引
き
上
げ
る

措
置
を
し
て
い
る
よ
う
な
の

で
平
成
31
年
度
に
向
け
て
検

討
し
て
い
く
。

　

平
成
31
年
度
か
ら
給
付

額
・
時
期
を
見
直
し
た
。

新入学児童学用品費が引上げ

給　付　額 給付時期

小学校 19,900円⇒40,600円
6月末⇒3月末

中学校 22,900円⇒47,400円

そ

の

の

対

後

応
平成最後の久礼小学校入学式
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り
よ
だ
会
議
町
佐
土
中

会
議
町
佐
土
中
県
知
高
／
行
発

　

長
議
／
人
行
発

　

城
中

　

則
重

　

会
員
委
任
常
報
広
会
議
／
集
編

　

　

長
員
委

　

元
下

　

夫
道

長
員
委
副

　

田
窪

　

教
和

委

　
　

員
　

本
山

　

生
建

　
　
　
　
　

橋
高

　

造
雄

工藤圭司さんから

食材の準備をする工藤さん

多くのお客さんが買い求める工藤さん
の串焼き

今まで中土佐町では串焼きにする
発想がなかった「ハランボ」

（
今
号
の
表
紙
）

　今
年
度
の
「
議
会
だ
よ

り
」
の
表
紙
の
写
真
は
「
地

域
で
頑
張
る
移
住
者
た
ち
」

を
取
り
上
げ
ま
す
。

　初
回
は
、大
正
町
市
場
で

「
串
焼
き
」を
営
む
青
年
で
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　
百
年
の
歴
史
と
鮮
度
・
風

情
で
人
気
の
「
大
正
町
市

場
」
の
一
角
で
、
元
気
な
声

が
聞
こ
え
ま
す
。

　
香
川
県
高
松
市
出
身
の
工

藤
圭
司
さ
ん
38
歳
で
す
。
平

成
28
年
１
月
に
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
し
て
中
土
佐
町
に

赴
任
し
ま
し
た
。

　
協
力
隊
の
任
期
は
３
年
で

す
が
、
１
年
を
ま
た
ず
し
て

修
行
の
た
め
大
正
町
市
場
の

田
中
鮮
魚
店
の
門
を
た
た
き

ま
す
。

　
温
め
て
き
た
カ
ツ
オ
の

「
ハ
ラ
ン
ボ
」
の
串
焼
き
事

業
は
平
成
30
年
７
月
か
ら
始

め
ま
し
た
。
店
名
の
「
串
焼

き
ポ
ン
吉
」
は
山
本
鮮
魚
店

の
大
将
「
山
ち
ゃ
ん
」
が
付

け
て
く
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
商
品
は
、カ
ツ
オ
の「
ハ
ラ

ン
ボ
」の
ほ
か
、イ
カ
の「
ゲ

ソ
」、四
万
十
町
の「
米
豚
」、

梼
原
町
の「
イ
ノ
シ
シ
」な
ど

海
と
山
の
幸
で
す
。

　
「
な
ん
で
中
土
佐
町
に
来

た
が
？
来
て
４
年
た
っ
て
町

の
印
象
は
？
」
と
聞
く
と

「
カ
ツ
オ
を
食
べ
て
こ
の
町

が
好
き
に
な
っ
た
」
「
人
と

の
出
会
い
も
あ
っ
た
」
「
こ

の
町
の
人
は
お
せ
っ
か
い
が

過
ぎ
る
く
ら
い
親
切
で
優
し

い
」
「
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
も

家
族
み
た
い
に
世
話
し
て
く

れ
る
」
、
そ
し
て
「
商
売
は

初
め
て
の
経
験
だ
が
当
分
は

串
焼
き
で
頑
張
っ
て
み
た

い
」
と
思
い
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
田
中
鮮
魚
店
の
田
中
隆
博

さ
ん
は
、「
さ
す
が
香
川
県
人

や
ね
。あ
の『
ハ
ラ
ン
ボ
』を

細
く
切
っ
て
串
に
刺
す
と
い

う
こ
と
は
高
知
県
人
で
は
考

え
ら
れ
ん
。頑
張
り
ゆ
う
き

見
守
っ
て
い
き
た
い
」と

エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
ま
す
。

地元の“おばちゃん”は親代わり

　今の備品は全部借金で揃えた。新た
に商売をするにあたって備品等に支援
があればいいと思う。
　「おいしかったからまた来たよ。」
というお客さんの声が一番うれしい。

中
土
佐
町
議
会
広
報
常
任
委
員
会

き
や
ぶ
つ住

民
パ
ワ
ー
で
発
信

　
定
年
を
機
に
地
域
再
生
を
目
指
し
奮
闘
す
る
二
人
の
男
性
。

　
３
世
帯
７
人
の
限
界
集
落
に
あ
っ
て
、
草
刈
り
、
道
路
整
備

等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
自
ら
が
動
き
地
域
に
自
治
体
に
活
力
を

与
え
、
世
論
を
巻
き
こ
み
支
援
を
受
け
る
ま
で
に
発
展
。

　
「
な
い
も
の
探
し
は
や
め
よ
う
」
「
あ
る
物
を
売
ろ
う
」
花

を
育
て
自
然
豊
か
な
森
や
川
、
歴
史
を
発
掘
し
、
（
自
然
道
を

長
距
離
、
長
時
間
、
ア
ウ
ト
ド
ア
形
態
で
歩
く
）
ロ
ン
グ
ト
レ

イ
ル
を
計
画
。
そ
れ
ら
を
目
当
て
に
大
勢
の
観
光
客
が
来
る
所

と
な
る
。

　
今
回
の
視
察
研
修
地
洲
本
市
千
草
竹
原
地
区
の
、
お
二
人
の

活
動
に
は
沢
山
の
知
恵
と
工
夫
を
発
見
し
た
よ
う
に
思
う
。

　
二
人
は
地
域
の
問
題
点
を
一
つ
ず
つ
ク
リ
ア
し
、
笑
っ
て
暮

ら
せ
る
地
域
作
り
へ
の
誇
り
が
、
心
の
豊
か
さ
に
繋
が
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
住
民
パ
ワ
ー
も
捨
て
た
も
ん

じ
ゃ
な
い
。

　
か
つ
て
は
林
業
で
財
を
成
し
た
竹
原
地
区
。
そ
の
面
影
は
各

家
並
に
今
も
な
お
、
栄
華
を
放
っ
て
い
る
。
理
想
郷
に
向
け
発

信
つ
づ
け
て
い
る
。

中
土
佐
町
議
会
議
員
　
山
下
　
世
仁
子

（
Ｐ
20
総
務
委
員
長
報
告
参
照
）


